
平
成
二
十
二
年
三
月
四
日
提
出

質

問

第

二

〇

八

号

天
下
り
の
実
態
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

秋

葉

賢

也
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天
下
り
の
実
態
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

天
下
り
の
実
態
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
質
問
第
一
一
一
号
）
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
一
一
号
）
に
つ

い
て
、
以
下
の
点
を
再
度
質
問
す
る
。

一

「
二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
」
で
回
答
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
答
弁
書
に
あ
る
「
必
要
と
認
め
ら
れ
る
懲
戒
処
分
等

の
措
置
」
が
実
際
に
講
じ
ら
れ
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。
そ
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
場
合
は
、
詳
細
に
お
示
し
い
た
だ
き
た

い
。

二

「
二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
」
の
項
で
、
「
再
就
職
あ
っ
せ
ん
の
禁
止
等
の
規
制
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
六
条
の
二
第
一

項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
行
為
に
該
当
す
る
か
否
か
、
そ
の
真
偽
に
関
し
て
は
客
観
的
に
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
第
三
者
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
導
入
が
必
要
で
あ
り
、
加
え
て
再
就
職
先
の
公
表
が
有
効
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
政
府
の
見
解
を
う
か
が
い
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
導
入
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
る
な
ら
ば
、
実
効
性
を
高
め
る

た
め
に
政
府
が
考
え
る
手
段
を
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

三

「
二
の
�
に
つ
い
て
」
の
項
で
、
官
民
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
と
民
間
人
材
登
用
・
再
就
職
適
正
化
セ
ン
タ
ー
の
違
い
を
述

一



べ
て
お
ら
れ
る
が
、
依
然
と
し
て
不
明
確
で
あ
り
、
そ
の
相
違
点
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
れ
を
明
示
し
た
上
で
、
政
府
と

し
て
は
、
官
民
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
り
、
民
間
人
材
登
用
・
再
就
職
適
正
化
セ
ン
タ
ー
に
ど
の
よ
う
な

権
限
を
付
与
す
る
こ
と
で
問
題
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
二
つ
の
セ
ン
タ
ー
の
違
い
を
再
度
説
明
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


